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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月24日(2014.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　荷物を指定された配送先に配送する配送ルートを作成する情報処理装置であって、
　少なくとも前記荷物の配送先と配送時刻条件とを含む配送オーダ情報を記憶する第１の
記憶手段と、
　前記配送オーダ情報が示す荷物の配送に用いる車両の情報を記憶する第２の記憶手段と
、
　前記配送時刻条件を満たすよう、前記配送オーダ情報が示す荷物を前記車両に割り当て
ることで、前記配送オーダ情報に対する配送ルートを作成する配送ルート作成手段と、
　前記配送ルート作成手段により作成されたそれぞれの配送ルートの評価を行う評価手段
と、
　前記評価手段での評価に従って、作成された配送ルートを解体する解体手段と、
　前記解体手段で解体された配送ルートに割り当てられた荷物に関する配送オーダ情報の
配送時刻条件を変更する変更手段を備え、
　前記配送ルート作成手段は、前記解体された配送ルートに割り当てられていた配送オー
ダ情報が示す荷物を前記車両とは異なる車両に割り当てることで、変更された配送時刻条
件を満たす配送ルートを作成すること
　を特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記変更手段はさらに、前記解体手段により解体されなかった配送ルートで使用される
車両に割り当てられている荷物に関する配送オーダ情報の配送時刻条件を変更すること
　を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記配送ルート作成手段で作成された配送ルートのうち、前記解体手段により解体する
配送ルートの比率を記憶する第３の記憶手段を更に備え、
　前記解体手段は、前記比率により決定される数の配送ルートの解体を行うこと
　を特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
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　前記評価手段は、配送ルートに割り当てられた前記オーダ情報の数、積載率、空車配送
距離の少なくとも１つを基準として前記配送ルートの評価を行うこと
　を特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記解体手段は、前記配送ルートのうち、前記解体手段で解体された配送ルートに割り
当てられたオーダ情報が含まれない配送ルートの解体を優先すること
　を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記配送オーダ情報には、当該配送オーダ情報に含まれる配送時刻条件を変更可能な時
間情報がさらに含まれており、
　前記変更手段は、前記変更可能な時間情報を満たすよう、前記配送時刻条件を変更する
こと
　を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記配送ルート作成手段は、指定された車両の台数を満たすよう配送ルートの作成を行
うこと
　を特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　少なくとも前記荷物の配送先と配送時刻条件とを含む配送オーダ情報、及び、前記配送
オーダ情報が示す荷物の配送に用いる車両の情報を記憶する記憶手段を備える情報処理装
置によって行われる、前記荷物を指定された配送先に配送する配送ルートを作成する情報
処理方法であって、
　前記配送時刻条件を満たすよう、前記配送オーダ情報が示す荷物を前記車両に割り当て
ることで、前記配送オーダ情報に対する配送ルートを作成する配送ルート作成工程と、
　前記配送ルート作成工程により作成されたそれぞれの配送ルートの評価を行う評価工程
と、
　前記評価工程での評価に従って、作成された配送ルートを解体する解体工程と、
　前記解体工程で解体された配送ルートに割り当てられた荷物に関する配送オーダ情報の
配送時刻条件を変更する変更工程を備え、
　前記配送ルート作成工程は、前記解体された配送ルートに割り当てられていた配送オー
ダ情報が示す荷物を前記車両とは異なる車両に割り当てることで、変更された配送時刻条
件を満たす配送ルートを作成すること
　を特徴とする情報処理方法。
【請求項９】
　少なくとも前記荷物の配送先と配送時刻条件とを含む配送オーダ情報、及び、前記配送
オーダ情報が示す荷物の配送に用いる車両の情報を記憶する記憶手段を備え、前記荷物を
指定された配送先に配送する配送ルートを作成する情報処理装置を、
　前記配送時刻条件を満たすよう、前記配送オーダ情報が示す荷物を前記車両に割り当て
ることで、前記配送オーダ情報に対する配送ルートを作成する配送ルート作成手段と、
　前記配送ルート作成手段により作成されたそれぞれの配送ルートの評価を行う評価手段
と、
　前記評価手段での評価に従って、作成された配送ルートを解体する解体手段と、
　前記解体手段で解体された配送ルートに割り当てられた荷物に関する配送オーダ情報の
配送時刻条件を変更する変更手段として機能させ、
　前記配送ルート作成手段は、前記解体された配送ルートに割り当てられていた配送オー
ダ情報が示す荷物を前記車両とは異なる車両に割り当てることで、変更された配送時刻条
件を満たす配送ルートを作成すること
　を特徴とするコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記した目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、荷物を指定された配送先に
配送する配送ルートを作成する情報処理装置であって、少なくとも前記荷物の配送先と配
送時刻条件とを含む配送オーダ情報を記憶する第１の記憶手段と、前記配送オーダ情報が
示す荷物の配送に用いる車両の情報を記憶する第２の記憶手段と、前記配送時刻条件を満
たすよう、前記配送オーダ情報が示す荷物を前記車両に割り当てることで、前記配送オー
ダ情報に対する配送ルートを作成する配送ルート作成手段と、前記配送ルート作成手段に
より作成されたそれぞれの配送ルートの評価を行う評価手段と、前記評価手段での評価に
従って、作成された配送ルートを解体する解体手段と、前記解体手段で解体された配送ル
ートに割り当てられた荷物に関する配送オーダ情報の配送時刻条件を変更する変更手段を
備え、前記配送ルート作成手段は、前記解体された配送ルートに割り当てられていた配送
オーダ情報が示す荷物を前記車両とは異なる車両に割り当てることで、変更された配送時
刻条件を満たす配送ルートを作成することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記した目的を達成するために、本発明の情報処理方法は、少なくとも前記荷物の配送
先と配送時刻条件とを含む配送オーダ情報、及び、前記配送オーダ情報が示す荷物の配送
に用いる車両の情報を記憶する記憶手段を備える情報処理装置によって行われる、前記荷
物を指定された配送先に配送する配送ルートを作成する情報処理方法であって、前記配送
時刻条件を満たすよう、前記配送オーダ情報が示す荷物を前記車両に割り当てることで、
前記配送オーダ情報に対する配送ルートを作成する配送ルート作成工程と、前記配送ルー
ト作成工程により作成されたそれぞれの配送ルートの評価を行う評価工程と、前記評価工
程での評価に従って、作成された配送ルートを解体する解体工程と、前記解体工程で解体
された配送ルートに割り当てられた荷物に関する配送オーダ情報の配送時刻条件を変更す
る変更工程を備え、前記配送ルート作成工程は、前記解体された配送ルートに割り当てら
れていた配送オーダ情報が示す荷物を前記車両とは異なる車両に割り当てることで、変更
された配送時刻条件を満たす配送ルートを作成することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記した目的を達成するために、本発明のコンピュータプログラムは、少なくとも前記
荷物の配送先と配送時刻条件とを含む配送オーダ情報、及び、前記配送オーダ情報が示す
荷物の配送に用いる車両の情報を記憶する記憶手段を備え、前記荷物を指定された配送先
に配送する配送ルートを作成する情報処理装置を、前記配送時刻条件を満たすよう、前記
配送オーダ情報が示す荷物を前記車両に割り当てることで、前記配送オーダ情報に対する
配送ルートを作成する配送ルート作成手段と、前記配送ルート作成手段により作成された
それぞれの配送ルートの評価を行う評価手段と、前記評価手段での評価に従って、作成さ
れた配送ルートを解体する解体手段と、前記解体手段で解体された配送ルートに割り当て
られた荷物に関する配送オーダ情報の配送時刻条件を変更する変更手段として機能させ、
前記配送ルート作成手段は、前記解体された配送ルートに割り当てられていた配送オーダ
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情報が示す荷物を前記車両とは異なる車両に割り当てることで、変更された配送時刻条件
を満たす配送ルートを作成することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　まず、ＣＰＵ２０１は、図４のステップＳ４０６の配送ルート解体処理（詳細は図６）
で解体した配送ルートでの配送対象であったオーダのうち、時刻指定緩和を行っていない
オーダがあるかを判断する（ステップＳ７０１）。そして、時刻指定緩和を行っていない
オーダがあると判断した場合には（ステップＳ７０１でＹＥＳ）、ＣＰＵ２０１は、時刻
指定の緩和を行っていない未割当オーダを選択し（ステップＳ７０２）、時刻指定の緩和
を行う（ステップＳ７０３）。この際には、図１１の配車条件データテーブル３０１－４
の緩和ステップ幅１１０２に従い、選択したオーダデータの着時刻指定８０３を緩和する
。そして、緩和済み時間に緩和した時間を加算する。
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